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と極めて
よく似ているということだ．つまり思考の純粋な働きを，きわめてよく復


































































































るアルトーは，この演劇には「物質の啓示的側面」(O.C. IV, p. 57)があ
るといい，踊り手たちに関して「彼らは自然の絶対的かつ魔術的な象徴
学・象徴体系 (symbolisme)についての生来の感覚を持っている」(O.C. 
IV, p. 60)という．さらに「この第 5元素 (quintessence)の演劇では，事








































我々に与える．(O.C. IV, pp. 227-228)
アルトーによると「錬金術的な諸原子は，一定の宇宙的律動を意識する
ことを目指す」．そして「錬金術がその操作のなかで，常に同一のいくつ































































の具体的側面を強調するだろう．」(O.C. IV, p. 94)「奇妙な比率のオブジ
ェ」とは具体的にいえば，20体の 5メートル大のマネキンを登場させて


























































































らの原理に従って形成されたのである」(O.C. IX, p. 64)．そして「彼らは，
自分たちが起源的には〈雄〉と〈雌〉である諸力に結ばれた種族であると
感じているし，実際にそうである．自然はこれらの諸力とともに作用して






4 4 4 4
自然の〈雄〉と〈雌〉が同時に存在し，彼らはこれらの結合し
た力の恩恵に浴している．」（傍点イタリック体，O.C. IX, p. 71）彼らの哲学
は，「二つの相反する力の作用を，ほとんど神格化された均衡において結



































































































(O.C. XI, p. 192)，「ジュラール・ド・ネルヴァルの詩は悲劇である」
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のではなくて神話や歴史に先行する
4 4 4 4
ように思われる．」（傍












































4 4 4 4 4 4 4 4
ことを要求する．つまりそれらの
主題は，言葉のなかに流れ込む前に直接劇場に運ばれ，運動として，表現とし
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から―実在的な感情的
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心理体験
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